
  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

情報流通基盤技術の研究開発 

 

氏氏名名：：      菅菅野野  浩浩徳徳／／KKAANNNNOO  HHiirroonnoorrii  EE--mmaaiill：：  hhkkaannnnoo@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  修修士士（（情情報報科科学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  情情報報処処理理学学会会  

研研究究分分野野：：  ココンンピピュューータタネネッットトワワーークク  

キキーーワワーードド：：  情情報報流流通通，，ココンンピピュューータタネネッットトワワーークク，，ネネッットトワワーーククアアププリリケケーーシショョンン  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・情情報報ネネッットトワワーーククのの要要素素技技術術おおよよびびそそのの応応用用  

  

  

 
研研究究内内容容：：    

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

コンピュータの高性能化と低価格化、アクセス網の整備やバッ

クボーンの高速化などにより、インターネットの利用者の増加と利

用目的の多様化が進んでいます。これは利用されるアプリケーシ

ョンにも大きな変化をもたらし、例えば、電子メールのような比較

的データサイズが小さく、データの伝送が離散的であるものから、

音楽や映像のコンテンツのように比較的データサイズが大きく、デ

ータの伝送が連続的であるものまで、さまざまな性質を持つデー

タがインターネット上を大量に流れるようになってきています。 

このように特性の異なるデータの流通の変化に対し、有限であ

るネットワーク資源の制約の元、アプリケーションが要求する品質

を最大限満足し効率的に伝達する仕組み作りや改良・最適化へ

の継続的な取り組みが必要です。  

これまで、本研究者は、コンピュータネットワークにおける情報

流通基盤技術の研究開発に取り組んできており、その一つに多

地点間相互映像配信機構の開発があります。これはアプリケーシ

ョンの特性に応じ、アプリケーションに要求される品質を最大限満

足するよう動作するネットワークであり、映像ストリームの配信や

中継を行う複数の配信ノードと、その状態や配信先等の管理を行

う管理ノードから構成されます（図１）。配信ノード同士が自律的に

動作・連携し、管理ノードが配信ノードに対して適切な支援を行う

ことにより、配信パスの自動構築や通信状態に応じたQoS制御を

行うもので、効率性や信頼性の向上と運用管理負荷の軽減を図

るものです。 

この他、ユーザの要求に応じてコンテンツの効率的な配送を行

うデマンド型配送技術や、マルチキャスト通信技術などの開発に

も取り組んでいます。 

 

 

 
図 1 多地点間相互映像配信網 
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研研究究分分野野：：  ココンンピピュューータタネネッットトワワーークク  

キキーーワワーードド：：  情情報報流流通通，，ココンンピピュューータタネネッットトワワーークク，，ネネッットトワワーーククアアププリリケケーーシショョンン  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・情情報報ネネッットトワワーーククのの要要素素技技術術おおよよびびそそのの応応用用  
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 提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

コンピュータの高性能化と低価格化、アクセス網の整備やバッ

クボーンの高速化などにより、インターネットの利用者の増加と利

用目的の多様化が進んでいます。これは利用されるアプリケーシ

ョンにも大きな変化をもたらし、例えば、電子メールのような比較

的データサイズが小さく、データの伝送が離散的であるものから、

音楽や映像のコンテンツのように比較的データサイズが大きく、デ

ータの伝送が連続的であるものまで、さまざまな性質を持つデー

タがインターネット上を大量に流れるようになってきています。 

このように特性の異なるデータの流通の変化に対し、有限であ

るネットワーク資源の制約の元、アプリケーションが要求する品質

を最大限満足し効率的に伝達する仕組み作りや改良・最適化へ

の継続的な取り組みが必要です。  

これまで、本研究者は、コンピュータネットワークにおける情報

流通基盤技術の研究開発に取り組んできており、その一つに多

地点間相互映像配信機構の開発があります。これはアプリケーシ

ョンの特性に応じ、アプリケーションに要求される品質を最大限満

足するよう動作するネットワークであり、映像ストリームの配信や

中継を行う複数の配信ノードと、その状態や配信先等の管理を行

う管理ノードから構成されます（図１）。配信ノード同士が自律的に

動作・連携し、管理ノードが配信ノードに対して適切な支援を行う

ことにより、配信パスの自動構築や通信状態に応じたQoS制御を

行うもので、効率性や信頼性の向上と運用管理負荷の軽減を図

るものです。 

この他、ユーザの要求に応じてコンテンツの効率的な配送を行

うデマンド型配送技術や、マルチキャスト通信技術などの開発に

も取り組んでいます。 

 

 

 
図 1 多地点間相互映像配信網 
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職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士((理理学学))  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本ソソフフトトウウェェアア科科学学会会，，日日本本数数学学会会  

研研究究分分野野：：  安安全全工工学学，，ソソフフトトウウェェアア工工学学，，ソソフフトトウウェェアア科科学学，，数数学学基基礎礎論論  

キキーーワワーードド：：  SSTTAAMMPP//SSTTPPAA，，形形式式手手法法，，数数理理論論理理学学，，数数理理議議論論学学  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・ハハザザーードド分分析析手手法法 SSTTAAMMPP//SSTTPPAA のの講講習習，，導導入入支支援援  

・・形形式式手手法法のの技技術術指指導導，，導導入入支支援援  

  

 
研研究究内内容容：：    

SSTTAAMMPP//SSTTPPAA：：ソソフフトトウウェェアアやや人人間間系系をを含含めめたた複複雑雑ななシシスステテムムののハハザザーードド分分析析にに適適ししてていいるるとと言言わわれれるるハハザザーードド分分析析

手手法法 SSTTAAMMPP//SSTTPPAAにに関関すするる事事例例研研究究やや自自動動化化にに関関すするる研研究究にに取取りり組組んんででいいるる．．情情報報処処理理推推進進機機構構・・ソソフフトトウウェェアア高高信信

頼頼化化推推進進委委員員会会・・シシスステテムム安安全全性性・・信信頼頼性性分分析析手手法法 WWGG 委委員員やや一一般般社社団団法法人人・・組組込込みみシシスステテムム技技術術協協会会・・安安全全性性向向上上

委委員員会会ののアアドドババイイザザーーととししてて，，SSTTAAMMPP//SSTTPPAA のの国国内内へへのの普普及及活活動動ににもも携携わわりり，，以以下下のの一一般般向向けけ成成果果ををままととめめてていいるる．．  

11..  シシスステテムム技技術術にに基基づづくく安安全全設設計計ガガイイドド，，兼兼本本茂茂他他（（著著）），，社社団団法法人人組組込込みみシシスステテムム技技術術協協会会安安全全性性向向上上委委員員会会  

((編編))，，22001199 年年 1111 月月 1133 日日，，電電波波新新聞聞社社，，IISSBBNN--1100::  44886644006600339988，，IISSBBNN--1133::  997788--44886644006600339944  

22..  SSTTAAMMPP ガガイイドドブブッックク  ～～シシスステテムム思思考考にによよるる安安全全分分析析～～，，IIooTT  シシスステテムム安安全全性性向向上上技技術術  WWGG，，22001199 年年 33 月月 2299 日日，，

独独立立行行政政法法人人情情報報処処理理推推進進機機構構（（IIPPAA））社社会会基基盤盤セセンンタターー  

33..  ははじじめめててののSSTTAAMMPP//SSTTPPAA（（実実践践編編））～～シシスステテムム思思考考にに基基づづくく新新ししいい安安全全性性解解析析手手法法～～（（55章章：：SSTTPPAA支支援援手手法法執執筆筆）），，

兼兼本本茂茂，，岡岡本本圭圭史史他他，，22001177 年年 55 月月 2255 日日，，独独立立行行政政法法人人情情報報処処理理推推進進機機構構，，IISSBBNN  997788--44--990055331188--5511--44  

44..  ははじじめめててのの SSTTAAMMPP//SSTTPPAA  ～～シシスステテムム思思考考にに基基づづくく新新ししいい安安全全性性解解析析手手法法～～，，荒荒木木啓啓二二郎郎，，岡岡本本圭圭史史他他，，22001166 年年

44 月月 2288 日日，，独独立立行行政政法法人人情情報報処処理理推推進進機機構構  他他  

  

形形式式手手法法：：高高信信頼頼ななソソフフトトウウェェアア開開発発でで用用いいらられれてていいるる形形式式手手法法にに関関すするる研研究究をを実実施施ししてていいるる．．具具体体的的ににはは，，モモデデルル

検検査査法法のの応応用用やや，，SSMMTT ソソルルババをを用用いいたたテテスストトケケーースス自自動動生生成成にに関関すするる研研究究もも実実施施ししたた．．最最近近はは，，形形式式仕仕様様記記述述言言語語

VVDDMM＋＋＋＋かかららププロロググララミミンンググ言言語語 CC＃＃へへのの制制約約条条件件をを含含めめたた変変換換ツツーールル開開発発にに取取りり組組んんででいいるる．．形形式式手手法法にに関関すするる企企

業業へへのの導導入入支支援援もも行行っっててききたた．．    

  

数数理理論論理理学学・・数数理理議議論論学学：：形形式式手手法法のの背背景景理理論論ででああるる数数理理論論理理学学にに関関すするる研研究究をを実実施施ししてていいるる．．具具体体的的ににはは，，形形式式

手手法法ののたためめのの数数理理論論理理構構築築ややそそのの数数学学的的研研究究のの証証明明にに関関すするる研研究究をを実実施施．．最最近近はは，，数数理理論論理理学学のの拡拡張張ででああるる，，数数理理

議議論論学学にに関関すするる研研究究もも実実施施しし，，最最近近でではは以以下下のの成成果果ををままととめめたた．．  

11..  SSuuppppoorrttiinngg  tthhee  rreessoolluuttiioonn  ooff  iinnccoonnssiisstteenncciieess  iinn  ssppeecciiffiiccaattiioonnss  bbaasseedd  oonn  mmaatthheemmaattiiccaall  aarrgguummeennttaattiioonn  tthheeoorryy,,  KKeeiisshhii  

OOkkaammoottoo  aanndd  KKaazzuummaa  KKookkuuttaa,,  RRIIMMSS  KKookkyyuurrookkuu  22221188,,  MMooddeell  tthheeoorreettiicc  aassppeeccttss  ooff  tthhee  nnoottiioonn  ooff  iinnddeeppeennddeennccee  aanndd  

ddiimmeennssiioonn,,  MMaayy  22002222,,  pppp..110055--111188  IISSSSNN  11888800--22881188  

22..  AA  BBaayyeessiiaann  AApppprrooaacchh  ttoo  AArrgguummeenntt--BBaasseedd  RReeaassoonniinngg  ffoorr  AAttttaacckk  EEssttiimmaattiioonn,,  HHiirrooyyuukkii  KKiiddoo  aanndd  KKeeiisshhii  OOkkaammoottoo,,  22001177

年年 88 月月,,  PPrroocceeeeddiinnggss  ooff  tthhee  TTwweennttyy--SSiixxtthh  IInntteerrnnaattiioonnaall  JJooiinntt  CCoonnffeerreennccee  oonn  AArrttiiffiicciiaall  IInntteelllliiggeennccee,,  IIJJCCAAII--1177,,  pppp..224499——  

225555    

  

  

 提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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